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岐阜県は、県土面積の8 1％が森林（ 全国2 位）で形成さ れる「 木の国、山の国」であり 、大小4 00 以上も の河川が8 つの流域を織り なす「 川の国、

水の国」です。古く から 、こうした岐阜県の豊かな森林・ 清らかな川は、私たちの暮らしに大きな役割を果たし 、また多く の恵みを与えてきまし た。

し かし ながら 、平成2 4 年以前は、適切に管理さ れず荒廃し た森林や、野生動物による農作物被害の増加、外来生物の繁殖、水環境の悪化などが

大きな問題と なっていまし た。

そし て、こ れら の問題を放置し た場合、私たち の安全・ 安心な生活環境が失われるとと も に、地球温暖化や生物多様性の損失など、地球規模の

環境にも 悪影響が懸念さ れる危機的な状況に直面していました。

直面した危機

岐阜県の森林・ 環境を 取り 巻く 状況を 踏まえ 、

『 清流の国ぎふ 森林・ 環境税』 を 活用し た 取組みを 推進

平成 2 4 ～ 2 8 年度の

『 清流の国ぎふ 森林・ 環境税』 を 活用し た 取組み

喫緊の課題である地球環境の保全にも 応えながら 、本

県のアイデンティ ティ である「 清流」を 守り 育て、緑豊かな

「 清流の国ぎふ」づく り を 県民協働で推進し なければなら

ないと の気運が高まり まし た。

本県の恵まれた自然環境を保全・ 再生し 、森林や河川の

持つ公益的機能をより 高める 取組みを 早急、かつ、確実

に進めて、森林や河川は県民の共有財産であると いう 認識

のも と 、こ れら の持つ公益的機能を 県民が将来にわたり

享受で き る よ う 、『 清流の国ぎ ふ森林・ 環境税』 を 平成

2 4 年度から 導入し 、自然環境の保全・ 再生を 県民全体で

支えていく 取組みを 進めてき まし た。

危機への対応～

自然環境の保全・ 再生の取組み強化

『 清流の国ぎふ森林・ 環境税』を財源として、取組みを強力に推進

豊かな水を育み、

洪水を和ら げます

地球温暖化を

防ぎます

多様な生物を

育みます

災害（ 土砂崩れ）を

防ぎます　  

安ら ぎ、潤いを与える

生活空間です

さ まざ まな公益的機能

緑豊かな「 清流の国ぎふ」づく り

豊かな森づく り 清ら かな川づく り

取組みの

方向性

効　 果

人づく り・ 仕組みづく り

公益的機能の維持・ 向上

自然環境を 保全・ 再生し 、こ れら の持つ公益的機能を高める取組み

自然環境の保全・ 再生を県民全体で支えていく 取組み

5 年間の目標 2 ,6 0 0 ha 整備

⇒ 2 ,6 4 9 ha（ 1 0 2％達成）

5 年間の目標 6 5 施設整備

⇒ 4 1 施設（ 6 3％達成）

里山林の整備

※整備により 、住民による 手入れや活

用がし やすく なったと の評価が寄せ

ら れています。

※子ども たち などに「 ぎふの木」や、ぎふの森林や川などの自然を 身近に感じ る

体験を提供できまし た。

5 年間の目標 1 5 ,0 0 0 ha 整備

⇒ 1 2 ,5 0 9 ha（ 8 3％達成）

奥山林等の

間伐の推進

※整備により 、林内に光が入り やすく な

るなど、森林環境の改善が図ら れて い

ます。

※県民主体による森づく り・ 川づく

り の活動が進みまし た。

公共施設等の木造化、木質化

5 年間の目標 4 0 0 校・ 園実施

⇒ 5 4 7 校・ 園（ 1 3 7％達成）

木育・ 環境教育の推進

5 年間の目標 1 3 0 団体等支援

⇒ 1 8 2 団体等（ 1 4 0％達成）

N PO 等の環境保全

活動への支援

※狩 猟 等 の 手 法 も 含 め、年 間

1 5 ,0 0 0 頭の捕獲が必要と さ れ

る中、税事業が貢献し ています。

⇒ ニホンジカ の捕獲

1 5 ,6 8 3 頭

有害鳥獣対策
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観光景観林

生活保全林

水源林

渓畔林

奥山林

①1 0 0 年先の

　 森林づく り の推進

④人づく り・

　 仕組みづく り

②自然生態系の

　 保全と 再生

③ぎふの豊かな森林・ 水を活かし た

　 環境にやさし い社会づく り

①～④共通

地域のニーズに基づいた環境保全活動の促進

★

★

★

★

0

100 00

200 00

300 00

400 00

500 00

（ 万円）

平成2 4 年度から の5 年間、清流の国ぎふ森林・ 環境税を活用し 、取組みを強力に推進してきました。

し かし 、自然環境の保全・ 再生には一定の時間が必要です。また、取組みを着手し ただけにとどまら せず、本格的に軌道に乗せていく ためには、

継続的な、切れ目のない対応が必要不可欠です。

さらに、自然環境の保全・ 再生を巡っては、新たな課題も 把握さ れているところです。こ のため、

こ れから の『 清流の国ぎふ 森林・ 環境税』

『 豊かな森づく り 』『 清ら かな川づく り 』、それを支える『 人づく り・ 仕組みづく り 』を進めると いう

従来から の方向性を維持し つつ、見直しと 新たな課題への対応を加え、

清流の国ぎふ森林・ 環境税を活用し た取組みを進めていきます。

新 た な 課 題

10 0 年先の森林のあり 方を 見すえて、

今、どのよう な整備が必要かを 考える べき

時期に差し かかっています。

従来の『 経営』や『 環境保全』に加え、『 観

光』『 生活』と いっ た人の活動に寄り 添う 視

点で の、望まし い森林のあり 方を 志向し 、

望まし い森林の姿へと 促し て いく 必要が

あり ます。

「 清流長良川の鮎」の世界農業遺産認定

を 契機と し て、里川保全の取組み強化が

必要です。

CO P21 においてパリ 協定が採択さ れま

し た。さ ら なる温暖化防止対策が求めら れ

る 中、保全・ 再生の取組みにより 、岐阜県

の豊かな 森林を 維持・ 増進さ せつつ、さ ら

に温暖化防止にも 十二分に活用し て いく

必要があり ます。

「 ぎふ木育」など 環境教育が浸透し 、「 木

に触れる・ 親し む」と いう 体験を 提供する

取組みは一定の成果を得てきまし た。

今後は、体験に立脚し た「 行動する」人づ

く り を強化する必要があり ます。

特に、子ど も だけでなく 大人の人材育成

を 進めるためには、その核と なる仕組み（ 人

材育成の総合拠点）が必要と さ れています。

継続的な取組みが求めら れている 課題

奥山林の間伐の推進に

ついては、5 年間の取組

みにより 、緊急的な整備

が必要な 森林面積は縮

小はし まし たが、依然と

して整備が必要な森

林が存在しています。

有害鳥獣 対策につい

て は、被 害 額 は 低 減

傾向ですが、依然と し

て 被害額が多いた め

対策が必要です。

間伐の遅れなどにより 増加

人工林で間伐の

対象と なる森林

【 H2 4 】2 4 .8 万ha

　 ⇒3 0 .0 万ha

間伐実施

による

減少等

今後環境保全林

整備事業での実施

予定　 1.3 万ha

奥山林等で早期に

間伐が必要な森林

【 H2 4 】3 .8 万ha ⇒2 .6 万ha

H2 2 H2 3 H24 H2 5 H26 H27 H28 H2 9 H3 0

4 8 ,3 3 6

1 4 ,2 0 5

8 ,4 5 3

2 ,9 0 9

2 2 ,7 7 0

3 4 ,4 1 6

1 0 ,9 0 1

5 ,3 1 2

4 ,2 1 0

1 3 ,9 9 4

4 3 ,3 4 8

1 1 ,5 6 5

7 ,7 3 0

7 ,9 7 4

1 6 ,0 7 9

4 7 ,0 9 5

1 3 ,2 8 3

5 ,7 5 3

1 0 ,5 1 4

1 7 ,5 4 5

4 3 ,2 4 9

1 1 ,6 7 6

6 ,5 5 7

5 ,7 7 7

1 9 ,2 4 0

3 3 ,6 6 4

8 ,4 9 6

4 ,7 9 4

5 ,1 9 5

1 5 ,1 7 8

2 7 ,8 8 3

6 ,6 1 0

4 ,8 8 5

3 ,3 1 8

1 3 ,0 7 1

2 3 ,9 9 3

6 ,3 5 0

3 ,7 5 9

2 ,8 4 8

1 1 ,0 3 5

2 2 ,2 9 4

6 ,0 1 6

3 ,6 1 3

2 ,6 8 0

9 ,9 8 5

農作物鳥獣被害額の推移

その他

サル

シカ

イノ シシ



1 0 0 年先の森林づく り の推 進

清 流 の 国 ぎ ふ 森 林・ 環 境 税 を 活 用 し た

1

1 環境保全林整備事業

森林所有者による森林整備の実施が困難な 水源地域や渓流域、急

傾斜地等の森林について、水源かん養機能や土砂流出防止、水質浄

化など公益的機能の高い環境保全林に誘導するため、市町村や林業

事業体等が行う 間伐等を 支援し ます。

環境保全林における間伐等の森林整備：

1 3 ,0 0 0 ha ／５ 年　

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、林業事業体等

1 0 /1 0  ［ メ ニューごとに上限あり ］

目 標

森林の公益的機能維持増進

効 果

観光景観林とし ての森林整備：

 3 5 0 h a ／５年

目 標

地域条件に適合し た森林配置の促進

効 果

4 森林地域外危険木除去事業

森林で はな いも のの、 住民に身近で 、 住民生活に危険を 及ぼす

可能性の高い樹木の伐採を 支援し ます。

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村

2 /3 以内 ［ 上限： 1 ,0 0 0 千円/箇所］

2 公有林化支援・ 推進事業

水源かん養や生物多様性の保全等の公益的機能を広範囲に保持する

重要な森林のう ち、荒廃し た森林又は荒廃のおそれがある森林で、早急

に公的な管理を行う 必要がある森林について、公有林化を推進します。

森林の公有林化による管理： 1 0 0 h a ／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

①市町村　 ②県

①1 0 /1 0 以内 または 1 /2 以内

目 標

森林の公益的機能維持増進 ／ 適正な森林管理効 果

住民に身近な樹木の整備： 5 0 箇所／５ 年目 標

地域の生活環境の保全効 果

5 観光景観林整備事業（ 観光景観林総合整備事業）

道路沿いな ど 地域の観光資源と し て 期待で き る 森林にお いて 、

景観を 形成するための森林整備と その条件整備を 支援し ます。

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村

1 0 /1 0 以内 ［ メ ニューごとに上限あり ］

※附帯施設整備は1 /2 以内（ 上限あり ）

3 里山林整備事業

生物多様性の保全などが必要な『 里山林』 と 、野生鳥獣被害や倒木

の危険性が生じ ている、集落に隣接し た『 生活保全林』 の整備等を支援

します。

集落に隣接し 、野生鳥獣被害や倒木の危険性が生じ ている森林の整備

等を支援します。

里山の整備（ 侵入竹の除去、森林病害虫の防除、

広葉樹等の植栽、不用木の除去等）： 2 ,6 5 0 ha ／５ 年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

①市町村、各種団体　 ②県

①1 0 /1 0 以内 [メ ニューごとに上限あり ]

目 標

森林の公益的機能維持増進効 果

〈 里山林整備タ イプ 〉

バッファーゾーン（ 緩衝帯）整備、危険木の除去： 6 0 0 ha／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、各種団体

1 0 /1 0 以内 [メ ニューごとに上限あり ]

目 標

地域生活環境の保全効 果

〈 生活保全林整備タ イプ 〉



緑 豊 か な 清 流 の 国 ぎ ふ づ く り緑 豊 か な 清 流 の 国 ぎ ふ づ く り

2

6 生態系維持のための、ニホンジカ 等の捕獲

〈 ニホンジカ・ イノ シシ〉

自 然 生 態 系 の 保 全 と 再 生

ニホンジカ の個体数調整や、イノ シシ・ カワウなどの有害鳥獣

捕獲、対策に関する調査研究、研究成果の普及を推進し ます。

ニホンジカ の捕獲 3 7 ,5 0 0 頭／５年

イノ シシの捕獲 1 ,0 0 0 頭／５年

事業主体

補 助 率

事業主体

：

：

:

●

●

●

①②市町村　 ②地域協議会　  ③法人

①ニホンジカの捕獲： 定額

②わな捕獲を中心とした捕獲体制構築：  

　 1 0 /1 0 以内 [ 上限： 1 ,0 0 0 千円/1 地区]

③鳥獣捕獲等事業者育成：

　 1 0 /1 0 以内 [ 上限： 3 0 0 千円/1 事業]

県 • わな捕獲技術向上研修会の開催

 • 指定管理鳥獣（ ニホンジカ・ イノ シシ） の捕獲

目 標

〈 カワウ〉

カワウの捕獲： 3 ,0 0 0 羽／５年（ カワアイ サを含む）

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、漁業協同組合等

1 0 /1 0 以内 ［ 上限： 1 ,5 0 0 千円/ 団体］

目 標

農林業、生態系及び日常生活への被害低減効 果

野生鳥獣保護管理推進事業

9 流域清掃活動推進事業

河川～水路～水田の、いわゆる里地の水環境の連続性の確保や

流域清掃により 、在来の魚類等が生息し やすい環境づく りを進めます。

N PO や地域住民等民間団体と 行政が連携し 、同一水系で上下流

の地域が連携し た効率的な河川清掃モデルを確立します。

N PO 等による河川清掃等の活動が新たに開始さ れる河川： 2 5 河川/５年

事業主体：● 県

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

団体等、学生の組織する団体

1 0 /1 0 以内 

［ 上限： 2 ,0 0 0 千円/団体等, 3 0 0 千円（ 学生が組織する団体）］

目 標

1 0 ため池外来種駆除事業

ため池に生息する 外来種を 駆除するこ と により 、里地の生態系

の保全を 図るモデル的な取組み等を 推進し ます。

外来種駆除を実施する地区： 1 5 地区／ 5 年目 標

1 1 水田魚道設置推進事業

水田魚道の設置を 推進し 、水田と 排水路の生態系ネット ワーク を

再生し 、多様な在来魚類の生息環境拡大を図り ます。

水田魚道設置により 生態系ネット ワークが広がる地区： 5 地区/５年目 標

1 2 生態系保全団体支援事業

里地・ 里川において 生態系を 復活さ せる モ デル的な 取組みを

行う 団体を 支援し ます。

モデル的取組みの実施： 2 5 団体／５年目 標

事業主体

補 助 率

：

：

：

●

●

市町村

1 0 /1 0  ［ 上限： 5 0 0 千円/人］

7 有害鳥獣対策に従事する市町村職員の育成

有害鳥獣対策従事者の確保　 3 0 人／５年目 標

事業主体● 岐阜大学（ 寄附研究部門）

8 野生動物総合対策普及推進事業

岐阜大学に設置し た寄附研究部門において、鳥獣対策の調査研

究、鳥獣対策の普及、人材育成を行います。

普及啓発事業： 参加者2 ,5 0 0 人／５年目 標

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村

1 /2 以内 ［ 上限： 1 ,0 0 0 千円/団体等］

1 3 生態系保全市町村支援事業

用排水路における スク ミ リ ン ゴ ガイ の駆除など、生態系保全に

取組む市町村を支援します。

生態系保全活動の実施： 　 3 0 市町村／５年目 標

事業主体：● 県

1 4 河川魚道の機能回復事業

県管理河川及び砂防施設の魚道について、魚道カ ルテを 用いた

魚道点検等を 実施し 、点検結果を 踏まえた対策を適切なタ イミ ング

で実施すること で魚類等の遡上・ 降下環境を確保します。

地域協働を取り入れた魚道の適切な維持管理の実施： 672箇所/毎年目 標

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村等

1 0 /1 0 以内 ［ 上限： 5 ,0 0 0 千円］

1 5 用排水路・ 河川落差解消支援事業（ 　 の事業と 関連し て実施）

魚類の往来を 妨げる、農業用用排水路等の落差（ 段差） を 解消す

るための取組みを 進めます。

落差解消工事実施地区： 5 地区/５年目 標

里地の水環境改善による生態系保全効 果

水みちづく り 推進事業

1 1



緑 豊 か な 清 流 の 国 ぎ ふ づ く り緑 豊 か な 清 流 の 国 ぎ ふ づ く り

43 ぎふの豊かな森林・ 水を活かした

環境にやさし い社会づく り

1 6 木質バイ オマス利用施設導入促進事業

公共施設等の木質ペレット やチッ プ を 利用する 木質ボイ ラ ー等の導入

を支援し ます。

木質バイ オマス利用施設の導入：  ボイラ ー  ５施設／５年

 スト ーブ 1 0 0 基／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、学校法人等

事業費の1 /2  以内 [ 上限2 5 ,0 0 0 千円/施設]

目 標

環境負荷軽減への意識向上

森林資源の有効利用の促進

効 果

1 7 小水力発電による環境保全推進事業

身近な水路等に小規模な 水力発電施設を 設置し 、また設置し た施設等

を活用し て環境保全学習、環境保全活動を実施する取組みを支援し ます。

① 環境教育推進型施設の設置　 1 0 施設／５年

② 環境保全提案型施設　 5 施設／５ 年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、団体等

① 環境教育推進型（ 簡易な施設設置・ 利用先に要する経費）：

　 定額（ 上限1 ,0 0 0 千円）

② 環境保全提案型（ 小規模施設（ 0 .1 kW 以上） 設置に要する

　 経費）：

　 定額 ・ 0 .1 ～ 1 .0 kW まで 1 ,0 0 0 千円＋1 0 0 千円/0 .1 kW

 ・ 1 kW 以上 2 ,0 0 0 千円/kW  [ 上限1 0 ,0 0 0 千円]

目 標

環境負荷軽減への意識向上

水資源の有効利用の促進

環境保全活動の推進

効 果

人 づ く り

1 8 木の香る 快適な 公共施設等整備事業

教育福祉関連施設等において、市町村や学校法人等が行う 木造

化や内装木質化を支援し ます。

木造化・ 木質化し た施設　 4 5 施設／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、学校法人等

木造化 1 7 ,0 0 0 円/㎡以内 ［ 上限3 0 ,0 0 0 千円］

内装木質化 1 0 ,0 0 0 円/㎡以内 ［ 上限3 0 ,0 0 0 千円］

目 標

森林環境保全意識の向上

森林資源の有効利用の促進

効 果

1 9 ぎふの木で学校まるごと 木製品導入事業

教育福祉関連施設において、市町村や学校法人等が行う 木製の

机や椅子、木製学習教材等の導入を支援し ます。

机、椅子、ロッカー、下駄箱等の導入：

6 ,0 0 0 個／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、学校法人等

購入費用の1 /2 以内

※ 机・ 椅子セット の場合 ［ 上限： 1 8 千円/セット ］

目 標

森林環境保全意識の向上

森林資源の有効利用の促進

効 果

身近に「 ぎふ木育」 を 体験できる拠点と して、児童館、子育て支援セ

ンタ ー等への常設型の木育ひろばの設置を支援し ます。

1 0 /1 0 以内 [ 上限  4 0 0 千円／１施設]

常設版「 ぎふ木育ひろば」 の設置施設： 6 0 施設／３年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村等  ※設置にあたり 県の認定が必要

次の補助事業の補助率を嵩上げ

目 標

2 0

1 9

2 2

県民協働によ る 未利用材の搬出支援

林内の未利用材を、木質バイ オマス資源とし て活用するために、

県民協働により 行う 搬出を支援し ます。

森林所有者等が行う 未利用材の搬出：

2 0 ,6 0 0 t ／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村　 ※間接補助

市町村が助成する額の1 /2 以内 ［ 上限あり］

目 標

住民主体の自然環境保全活動の促進

森林資源の有効利用の促進

効 果

常設版木育ひろばの設置（ R1 まで）

ぎふの木で学校まるごと 木製品導入事業

1 0 /1 0 以内 [ 上限  1 0 0 千円／１施設]

※２事業を合わせて活用すること が必須要件と なっています。

ぎふの木育教材導入支援事業



共 通 施 策【 提 案 事 業 】

地 域 ニーズ に 基づ いた

環 境 保 全 活 動 の 促 進

1 4

・ 仕 組 み づ く り

2 1 ぎふ木育総合拠点整備等事業

子ども から 大人まで、幅広い世代を 対象に、「 ぎふ木育」を 普及さ

せるなど、森林や環境に関する学習を進めます。

県民の方々が、だれでも 、いつでも 希望すると きに、『 ぎふの木』 を核と

し た『 学び』『 交流・ 連携』『 創造』『 発信』 のサービ スを享受し 、行動を展開

できる常設の拠点「 ぎふ木遊館」 を整備・ 運営し ます。

事業主体：● 県

2 2 ぎふの木育教材導入支援事業

教育福祉関連施設において、市町村や学校法人等が行う 木製学習教

材等の導入を 支援し ます。

木のおもちゃ、木製学習教材の導入：  30 0 施設/５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村、学校法人等

購入費用の1/2 以内［ 上限： 1 0 0 千円/施設］

目 標

原体験による子ども たちの豊かな感性の育成

保育・ 教育現場への「 ぎふ木育」 の浸透
効 果

2 7 清流の国ぎふ地域活動支援事業

各種団体等が自ら が企画・ 立案・ 実行する 創意工夫あ

る森づく り や川づく り 活動を 支援し ます。

地域の森づく りや川づく り 等環境保全活動： 2 0 0 件／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

法人、団体

補助対象経費 5 0 0 千円以下　 1 0 /1 0

補助対象経費 5 0 0 千円を超える部分　 1 /2

［ 下限： 1 00 千円/事業］［ 上限： 1 ,2 50 千円/事業］

目 標

2 8 清流の国ぎふ市町村提案事業

清流の国ぎ ふ森林・ 環境税の趣旨に則っ て、①～④の

４ つの施策を 効果的に進める ために、地域住民の意向や

地域の実情に精通し ている 市町村が特に必要と 考える 事

業の実施を 支援し ます。

① １００年先の森林づく り の推進 1 0 /1 0 以内

② 自然生態系の保全と 再生 1 0 /1 0 以内

③ ぎふの豊かな森林・

 水を活かし た環境にやさし い社会づく り  1 /2 以内

④ 人づく り ・ 仕組みづく り

 県産材の利用促進又は木育教材導入に関するも の 1 /2 以内

 上記以外 1 0 /1 0 以内

地域環境等に対応した、

創意工夫ある環境保全活動：

1 9 0 件／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

市町村

以下のと おり 。ただし 、いずれも

［ 下限：  森林部門 5 ,0 0 0 千円/事業

 環境部門 1 ,0 0 0 千円/事業］

［ 上限：  1 0 ,0 0 0 千円/事業］

目 標

2 3 森と 木と 水の環境教育推進事業

子ども たち を対象に、森や川の持つ様々な公益的機能や環境保全に関

する正し い知識の提供、岐阜の森や川のフィ ールド を 活かし た環境教育、

木に触れ合う こと を 通じ て自然に親し む体験活動などを 推進し ます。

環境教育の実施： 5 ,0 0 0 人／５年

事業主体

補 助 率

：

：

●

●

①市町村、学校法人等　 ②県

①－１  学校提案事業 1 0 /1 0 以内

 ［ 上限： 1 5 0 千円/ 事業、5 0 0 千円 / 総事業］

※緑と 水の子ども 会議開催に係る経費のみ（ 学校提案事業以外は県が直接執行）

①－2  市町村企画事業 補助対象経費 1 ,0 0 0 千円以下 1 0 /1 0 以内

 補助対象経費 1 ,0 0 0 千円を超える部分 1 /2 以内

 ［ 下限： 5 0 0 千円/事業］［ 上限： 2 ,0 0 0 千円/事業］

目 標 子ども たちに対する環境教育の定着効 果

2 4 清流の国ぎふ森林・ 環境税事業推進事業

森林・ 環境税に係る広報を 実施し ます。

また、県民意見の反映や事業実施過程の透明性を 確保するため、外部有

識者や県民の代表者等を 構成員と する 第三者機関を 設置し 、使途事業への

意見や提案、事業実施後の評価を行います。

使途事業実施に伴う 透明性の確保事業主体：● 県 効 果

2 5 上流域と 下流域の交流事業

森・ 里・ 川・ 海のつな がり を 踏まえ た環境保全の理解を 深める ツ ア ー

を 実施し ます。

流域の自然環境等を相互に理解するツアーの実施： 7 5 回／５年

事業主体：● 県

目 標

環境保全意識の向上、環境保全活動への参加促進効 果

2 6 生物多様性に配慮し た地域づく り 普及推進事業

生物多様性への重要性を認識し 、保全再生について行動し ていく 社会づく り を

目指すため、外来生物対策や希少種の保全についての講演会等を開催します。

講演・ 展示等による普及活動： 3 0 回／５年事業主体：● 県 目 標

環境教育、生物多様性に関する理解の浸透効 果

自然環境保全に対する理解醸成、実践力を 有する人材養成効 果
地域の自然環境を 巡る課題の解決にむけて、県民や

市町村が自主的に行う 取組みを支援し ます。

平成2 9 年度～ 令和3 年度

森や川づく り の重要性の理解促進

社会全体で支える森・ 川づく り の定着

効 果

ぎふ木育・ 環境教育推進事業

～



清流の国ぎふ森林・ 環境税のホームページ

h ttp s://w w w .p re f.g ifu .lg . j p /sa n gyo /sh in rin /sh in rin -k a n kyo /1 1 5 1 3 /in d e x_ 2 8 3 3 9 .h tm l 検 索ぎ ふ　 森林環境税

総務部税務課

TEL 0 5 8 -2 7 2 -1153    FA X 0 5 8 -2 71 -3711

E-m a il  : c11110 @ p re f.g ifu . l g .j p

（ 環境関係）

環境生活部環境企画課

TEL 0 5 8 -2 7 2 -82 31    FA X 0 5 8 -2 78 -2 610

E-m a il : c112 6 5 @ p re f.g ifu . lg .j p

清流の国ぎ ふ森林・ 環境税と 森林環境譲与税は、それぞれの目的を 踏まえ、

使途のすみわけを 行った上で有効に活用し ています。

ぎふ木遊館（ 内観）ぎふ木遊館（ 外観）

（ 森林関係）

林政部恵みの森づく り 推進課

TEL 0 5 8 -2 7 2 -8 47 2    FA X 0 5 8 -2 7 8 -2 7 02

E-m a il : c11513 @ p re f.g ifu . lg .j p

税の使いみちについて 税のし く みについて

お 問 い 合 せ 先

あすはちゃん

森 林 ・ 環 境 税 の し く み

（ その年の 1 月 1 日現在で） 県内に住所がある方、 県内に家屋敷等を持っている方

※前年の所得金額が一定基準を下回るなど一定の条件を 満たす方は非課税です。

県内に事務所、 事業所などがある法人等

個 人

法 人

・・・

・・・

年額 1,0 0 0 円

年額 2 ,0 0 0 円～ 8 0 ,0 0 0 円（ 県民税均等割標準税率の 10％相当額）

個 人

法 人

・・・

・・・

個人市町村民税と 合わせて市町村が徴収し 、 県へ払い込みます。

法人県民税の申告納付の際に併せて県が徴収し ます。

個 人

法 人

・・・

・・・

平成 24 年度から 令和 3 年度までの 10 年間

平成 24 年 4 月 1 日から 令和 4 年 3 月 31 日までの間に開始する事業年度分

個 人

法 人

・・・

・・・

県民税（ 均等割） に上記の額を上乗せし ます。

税金の使いみち を 明確にするため、 既存の税収と 区別し 「 清流の国ぎふ森林・ 環境基金」 に積み

立て、 毎年必要な額を 取り 崩して、 目的と する施策のための財源とし ます。

※県外の皆様にも 、 ふるさ と 納税制度による 寄付など を 通じ て、 清流の国づく り にご 協力いただけます。

第三者機関が各施策の取組みを チェ ッ ク し 、 事業実施後の評価を 行う と と も に、 事業の内容と

成果については、 県民の皆様に公表し ます。

納める方は？

納める額は？

納める方法は？

いつまで続く の？

税の管理は？

チェッ ク 機能は？

課税の方法は？

https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-kankyo/11513/index_28339.html
mailto:c11110@pref.gifu.lg.jp
mailto:c11265@pref.gifu.lg.jp
mailto:c11513@pref.gifu.lg.jp

